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研究成果の概要（和文）：2011 年から2014年にかけて、ミャンマー、ネパール、中国西南部において、1) インベント
リー調査により、標本番号で約3,300番 (重複標本を含め約12,000点) の押し葉標本を収集し、それらは分類学的再検
討およびネパール植物誌 (Flora of Nepal)の基礎資料として用いられた。2) 収集されたDNAサンプルおよび染色体観
察用サンプルを用いて系統地理学的解析、細胞遺伝学的解析がなされた。さらに、繁殖生態学的解析および生理生態学
的解析も進められた。3) 収集されたDNAサンプルは、「ヒマラヤ植物DNAバンク」として整備が進められた。

研究成果の概要（英文）：Botanical field researches were carried out in Myanmar, Nepal, and Southwest 
China between 2011 and 2014. About 12,000 herbarium specimens (ca. 3,300 serial numbers) were collected, 
and some taxonomical studies and editorial works for the "Flora of Nepal" were done with these specimens. 
Some phylogeographical and cytogenetical studies were made with the samples collected in the field. 
Moreover, some scientific papers on reproductive ecology and physiological ecology were published by the 
field observation and the samples collected in the field. "DNA bank of the Himalayan plants" project was 
progressed based on the dried materials collected during the researches.

研究分野：生物学
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１．研究開始当初の背景 

 ヒマラヤおよびその周辺地域は、地球上

で最も生物多様性の高い地域の一つと考え

られ、｢ヒマラヤ・ホットスポット｣と呼ば

れる。この地域の植物に関しては 19世紀以

降、主に乾燥標本をもとにした記載分類学

的研究が進められてきた。植物の多様性を

認識する基礎として、そこに生育するすべ

ての種を網羅した植物誌（フロラ）が必要

であるが、ヒマラヤ地域の中核となるネパ

ールの植物誌はいまだなく、現在、日本、

ネパール、イギリス、アメリカの間で、｢ネ

パール植物誌 (Flora of Nepal)｣ の出版計画

が進められている。また最近になって、ヒ

マラヤのみではなく、周辺地域も含めた｢汎

ヒマラヤ植物誌 (Flora of Pan-Himalaya)｣の

作成計画が進められている。これはヒマラ

ヤのみならず、チベット、中国西南部（横

断山脈）および周辺山岳地帯を含めた一帯

（汎ヒマラヤ地域）を対象とした広域フロ

ラをまとめようというもので、両計画とも

に、現地調査、編集・出版の面で日本の貢

献が期待されている。植物誌作成のために

は、多様化が著しい属や種群に関するモノ

グラフ的研究も必要である。 

  植物の進化に関して、近年は DNAを用いた

系統生物地理学的研究が進んできており、過

去の地理的・気候的変遷に伴う種分化や分布

の拡大・縮小についての詳細な研究が可能と

なっている。ヒマラヤの植物に関しても、

2000年代以降、申請者らのグループによって、

解析が進められている。その結果、ヒマラヤ

高山帯の植物相はユーラシア温帯植物相か

ら派生し、地域固有化したこと、その分散・

分断の過程において、第三紀後期から第四紀

において繰り返される気候の周期的変動な

らびにゴンドワナ大陸衝突後のチベット高

原の上昇という 2つの地球史上のイベントが、

個別的な植物群を超えて、植物相単位での分

断と種分化に深く係っていることが示唆さ

れている。 

 

２．研究の目的 

 ヒマラヤおよびその周辺地域に生育する

植物の研究に関しては、多様性認識の基礎

となる植物誌をつくるための調査（インベ

ントリー調査）が必要となる地域が広く残

る一方、特定の分類群に関する解析的研究

も進められつつある。本研究は、ヒマラヤ

とその周辺地域の植物に関して、1) インベ

ントリー調査による植物相の解明と分類学

（モノグラフ）的研究を進めると同時に、

2) ヒマラヤで多様化した分類群の系統地

理分化の解明を進めることを主な目的とす

る。さらに、3) インベントリー調査により

収集された標本に対応する｢ヒマラヤ植物

DNA バンク｣を創設し、世界の研究者に

DNA サンプルを提供し解析してもらうこ

とにより、植物系統分類学分野への広い貢

献も目指す。 

 

３．研究の方法 

 ヒマラヤおよび周辺地域において、以下

の各項についての材料収集、分析、考察を

行った。 

1) インベントリー調査により、調査地内で

見出された維管束植物を採集し、押し葉標

本を作製するとともに、それぞれの標本か

ら｢ヒマラヤ植物 DNA バンク｣のための

DNA サンプルを採取する。採集した標本

は整理・同定し、調査地のフロラリストを

作成する。また、収集した DNAサンプル

は、登録・保管・管理し、研究者からの要

請に応じて利用・解析に供す。 

2) ヒマラヤで多様化した分類群について、

系統解析および細胞遺伝学的解析のため

の材料を証拠標本とともに収集する。その

後、以下の解析を行なう 

a. 系統解析用の材料を用い、DNAを用い

た系統解析を行ない、系統樹を完成さ



せる。 

b. 細胞遺伝学的解析用の材料を用い、染

色体数、核型を明らかにする。 

c. 証拠標本および各地の標本室に収蔵さ

れている押し葉標本を用い、形態学的

解析を行なう。 

d. 以上を総合し、ヒマラヤやチベット高

原の上昇が植物の種分化にどのように

関与したのかを考察し、ヒマラヤ地域

における植物進化の実像を探る。 

 

４．研究成果 

（１）研究期間中に、ミャンマー（1回）、ネ

パール（3回）、中国（3回）において現地調

査を行った。その結果、標本番号で約 3,300

番、重複標本を含め約 12,000 点の押し葉標

本が収集された。これらの標本は第１セット

が東京大学植物標本室 (TI) に、第２セット

はそれぞれの調査実施国の植物標本庫（ハー

バリウム）に収められ、残った重複標本はヨ

ーロッパやアメリカのハーバリウムに送ら

れることになっている（Fujikawa et al. 2012, 

Ikeda et al. 2015 参照）。これら標本は、

各ハーバリウムの充実に寄与すると考えら

れる。 

（２）収集された標本は同定に供され、分類

学的検討に用いられた (カヤツリグサ科：

Yano et al. 2013, 2015, Jin et al. 2015； 

ユリ科： Tamura et al. 2014 など）。また、

同定された標本は現在編集中の "Flora of 

Nepal"（「ネパール植物誌」）の基礎資料とな

る。「ネパール植物誌」は全 10 巻の発刊が予

定され、2011 年に第 4巻（モクレン科～バラ

科）が発行された (Watson et al. 2011)。

残りの 9巻について、現在第 3巻を日本側が、

第 7 巻をイギリス側が、第 10 巻をネパール

側が責任編集となり、編集作業が進められて

いる。 

（３）収集した標本とともに、DNA 解析用に

葉をシリカゲルで乾燥させたサンプルを収

集した。標本番号 1 番につき、3 点のサンプ

ルを収集した結果、約 10,000 点の DNA 解析

用サンプルが収集された。採集されたサンプ

ルは、「ヒマラヤ植物 DNA バンク」として、

解析を希望する研究者に供与するべく準備

を進めている。すでにこれらサンプルを用い

た系統地理学的解析が行われている（カヤツ

リグサ科 Erioscirpus 属：Yano et al. 2012, 

ユリ科ホウチャクソウ属：Tamura et al. 2013

など）。 

（４）ヒマラヤを特徴づける分類群に関して、

染色体観察用のサンプルを収集した。研究期

間中におよそ 550 点のサンプルを収集し、解

析に供された。現在、観察を進めているとこ

ろであるが、得られた結果は逐次論文あるい

は学会等で発表を行っている（カヤツリグサ

科ヒゲハリスゲ属： Yano et al. 2011, オ

ミナエシ科： Kawashima et al. 2014 など）。 

（５）現地での観察に基づく繁殖生態学的研

究を実施し、その結果を公表した（カヤツリ

グサ科： Yano et al. 2013, 2015, Yano & 

Ikeda 2015, キク科トウヒレン属： 中路ほ

か 2012 など)。 

（６）現地で収集したサンプルを用いて、花

弁の表面構造に関する生理生態学的解析を

行った (Taneda et al. 2015)。高山帯に生

育する植物の花弁の表面構造は、低いところ

のものよりも水をはじきやすい構造をもっ

ていた。これは雨の多い湿潤モンスーン気候

に適応したものと考えられた。 

（７）ヒマラヤの植物の面白さを一般に伝え

るために、講演会および解説書を書いた（池

田 2014a, 2014b）。 
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